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◎
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対
照
表 

○
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
） 
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線
部
分
は
修
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

修 
 

 

正 
 

 

後 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修 
 

 

正 
 

 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

附 

則 

 

（
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
上
限
金
額
の
設
定
及
び
使
用
状
況
の
公
開
に

関
す
る
制
度
の
具
体
的
な
内
容
） 

第
十
四
条 

政
党
が
当
該
政
党
に
所
属
し
て
い
る
衆
議
院
議
員
又
は
参
議
院
議

員
に
係
る
公
職
の
候
補
者
に
対
し
て
す
る
支
出
で
金
銭
に
よ
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
政
策
活
動
費
の
支
出
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
、
政
策
活
動
費
の
支
出
の
各
年
中
に
お
け
る
上
限
金
額
を
定
め
る
と
と

も
に
、
第
一
条
改
正
後
政
治
資
金
規
正
法
第
十
二
条
第
一
項
の
報
告
書
が
第

一
条
改
正
後
政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ

た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
に
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
金
銭
に
相
当

す
る
金
銭
を
充
て
て
政
治
活
動
に
関
連
し
て
し
た
支
出
の
状
況
に
係
る
領
収

書
、
明
細
書
等
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
そ
の
記
載
の
全
部
の
公
開
（
そ
の
た

め
の
保
存
及
び
提
出
を
含
む
。
）
を
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
制
度
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

施
行
日
ま
で
に
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
政
治
資
金
に
関
す
る
独
立
性
が
確
保
さ
れ
た
機
関
の
設
置
） 

附 

則 

 

（
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
上
限
金
額
の
設
定
及
び
使
用
状
況
の
公
開
に

関
す
る
制
度
の
具
体
的
な
内
容
） 

第
十
四
条 

政
党
が
当
該
政
党
に
所
属
し
て
い
る
衆
議
院
議
員
又
は
参
議
院
議

員
に
係
る
公
職
の
候
補
者
に
対
し
て
す
る
支
出
で
金
銭
に
よ
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
政
策
活
動
費
の
支
出
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
、
政
策
活
動
費
の
支
出
の
各
年
中
に
お
け
る
上
限
金
額
を
定
め
る
と
と

も
に
、
第
一
条
改
正
後
政
治
資
金
規
正
法
第
十
二
条
第
一
項
の
報
告
書
が
第

一
条
改
正
後
政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ

た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
に
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
金
銭
に
相
当

す
る
金
銭
を
充
て
て
政
治
活
動
に
関
連
し
て
し
た
支
出
の
状
況
に
係
る
領
収

書
、
明
細
書
等
の
公
開
（
そ
の
た
め
の
保
存
及
び
提
出
を
含
む
。
）
を
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
制
度
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
検
討
が
加

え
ら
れ
、
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
政
治
資
金
に
関
す
る
独
立
性
が
確
保
さ
れ
た
機
関
の
設
置
） 
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第
十
五
条 

政
治
資
金
に
関
す
る
独
立
性
が
確
保
さ
れ
た
機
関
に
つ
い
て
は
、

政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
れ
を
設
置
す

る
も
の
と
し
、
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
政
治
活
動
に
関
連
し
て
し
た
支

出
に
関
す
る
当
該
機
関
に
よ
る
監
査
の
在
り
方
を
含
め
そ
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
施
行
日
ま
で
に
必
要

な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
十
六
条 

〔
略
〕 

２
・
３ 

〔
略
〕 

４ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
政
治
資
金

規
正
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、

政
治
資
金
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
政
治
団
体
に
よ

る
当
該
政
治
団
体
の
役
職
員
又
は
構
成
員
に
対
す
る
渡
切
り
の
方
法
に
よ
る

経
費
の
支
出
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
渡
切
り
に
よ
る
支
出
」
と
い

う
。
）
の
状
況
そ
の
他
当
該
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
が
加

え
ら
れ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
渡

切
り
に
よ
る
支
出
の
禁
止
そ
の
他
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。 

第
十
五
条 

政
治
資
金
に
関
す
る
独
立
性
が
確
保
さ
れ
た
機
関
に
つ
い
て
は
、

政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
れ
を
設
置
す

る
も
の
と
し
、
政
策
活
動
費
の
支
出
に
係
る
政
治
活
動
に
関
連
し
て
し
た
支

出
に
関
す
る
当
該
機
関
に
よ
る
監
査
の
在
り
方
を
含
め
そ
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
十
六
条 

〔
略
〕 

２
・
３ 

〔
略
〕 

４ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
政
治
資
金

規
正
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、

政
治
資
金
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
当
該
規
定
の
施

行
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

 
 


